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如
何
な
る
宗
教
で
も
、
他
の
國
民
の
間
に
傳
播
し
て
行
く
際
に
は
、
そ
の
國
民
の
有
し
て
居
つ
た
舊
信
仰
と

衝
突
す
る
も
の
で
あ
る
。
佛
教
も
支
那
に
東
漸
し
て
か
ら
、
支
那
人
固
有
の
道
教
儒
教
と
衝
突
し
た
。
殊
に
道

教
と
は
尤
も
長
く
尤
も
激
し
く
衝
突
し
た
。

　
佛
教
の
支
那
に
將
來
さ
れ
た
の
は
、
普
通
に
東
漢
の
明
帝
の
永
平
十
年
（
西
暦
六
七
）
の
頃
と
認
め
ら
れ
、

『
漢
法
本
内
傳
』
（
唐
の
智
昇
の
『
續
集
古
今
佛
道
論
衡
』
引
く
所
に
よ
る
）
に
よ
る
と
、
そ
の
後
ち
間
も
な

く
永
平
の
十
四
年
に
、
五
嶽
の
同
士
等
佛
教
の
弘
布
を
憤
り
、
道
士
の
重
な
る
者
六
百
九
十
人
上
表
し
て
佛
僧

と
術
を
角
せ
ん
こ
と
を
願
ひ
出
た
。
そ
の
結
果
勅
命
で
國
都
洛
陽
の
西
郊
の
白
馬
寺
の
南
門
外
に
壇
を
築
き
、

壇
上
に
道
經
を
積
み
火
を
放
つ
た
所
が
、
道
士
等
の
祕
術
を
盡
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
道
經
は
悉
く
焚
け
盡
し
、

術
に
破
れ
た
る
道
士
等
は
悉
く
出
家
し
て
佛
門
に
歸
し
た
と
記
載
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
道
佛
二
教
衝
突
の
發
端

と
い
ふ
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
佛
教
の
歴
史
に
引
用
さ
れ
て
居
る
。
又
河
南
の
白
馬
寺
へ
往
く
と
、
白
馬
寺
の
六

景
と
稱
す
る
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
の
第
二
を
焚
經
臺
と
い
ひ
、
即
ち
漢
代
に
道
經
を
焚
い
た
舊
蹟
と
傳
へ
て
ゐ

る
。
吾
が
輩
の
河
南
旅
行
の
際
は
、
前
程
を
急
ぎ
し
こ
と
と
て
、
所
謂
焚
經
臺
を
親
覩
せ
な
ん
だ
が
、
勿
論
後

世
の
附
會
で
信
憑
す
る
に
足
ら
ぬ
。
『
漢
法
本
内
傳
』
と
い
ふ
書
は
、
南
北
時
代
か
ら
存
在
は
す
る
が
、
對
道

教
的
の
も
の
で
、
餘
り
信
用
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
當
時
の
事
情
か
ら
い
う
て
も
、
新
來
匇
々
の
佛
教
に
弘
布

3



の
餘
裕
な
く
、
從
つ
て
五
嶽
の
道
士
と
衝
突
す
る
筈
も
な
い
。
第
一
そ
の
當
時
已
に
所
謂
道
士
な
る
も
の
が
存

在
し
た
か
が
疑
問
で
あ
る
。
要
す
る
に
東
漢
の
永
平
年
間
に
於
け
る
道
佛
二
教
の
衝
突
は
、
到
底
事
實
と
し
て

認
め
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
東
漢
の
末
か
ら
三
國
時
代
に
か
け
て
、
一
方
で
は
佛
教
が
漸
く
民
間
に
流
通
す
る
し
、
又
一
方
で
は
道
教
が

次
第
に
組
織
さ
れ
る
に
從
ひ
、
始
め
て
道
佛
の
衝
突
が
起
り
、
兩
晉
・
南
北
朝
・
隋
・
唐
時
代
は
申
す
に
及
ば

ず
、
宋
・
元
時
代
ま
で
か
け
て
、
絶
え
ず
こ
の
兩
教
は
衝
突
し
た
。
支
那
の
佛
教
に
と
つ
て
、
道
教
は
第
一
の

法
敵
で
あ
つ
た
。
佛
家
で
三
武
の
厄
と
稱
す
る
、
佛
教
に
尤
も
激
し
き
迫
害
を
加
へ
た
帝
王
は
、
何
れ
も
道
教

信
者
で
あ
る
。
即
ち
第
一
に
北
魏
の
太
武
帝
は
道
士
寇
謙
之
を
信
用
し
て
佛
教
に
迫
害
を
加
へ
た
。
北
周
の
武

帝
も
佛
教
を
迫
害
し
た
が
、
こ
れ
は
道
士
の
張
賓
や
衞
元
嵩
に
聽
い
た
結
果
で
あ
る
。
唐
の
武
宗
も
道
士
の
趙

歸
眞
を
信
じ
て
、
寺
院
を
破
壞
し
僧
侶
を
還
俗
せ
し
め
た
。
『
佛
道
論
衡
』
と
か
『
弘
明
集
』
『
廣
弘
明
集
』

な
ど
を
見
る
と
、
南
北
朝
・
隋
・
唐
時
代
に
於
け
る
道
佛
二
教
の
衝
突
の
有
樣
は
よ
く
判
然
す
る
が
、
こ
の
間

に
在
つ
て
何
時
も
爭
論
の
中
心
と
な
り
、
尤
も
舞
臺
を
賑
は
し
た
の
は
『
老
子
化
胡
經
』
即
ち
略
稱
の
『
化
胡

經
』
で
あ
る
。
『
老
子
化
胡
經
』
の
來
歴
は
、
や
が
て
道
佛
二
教
の
衝
突
小
史
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

『
老
子
化
胡
經
』
と
は
、
老
子
が
西
域
印
度
へ
出
掛
け
て
、
幾
多
の
胡
國
を
教
化
し
た
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
、

4老子化胡經



西
晉
の
惠
帝
の
頃
に
、
道
士
の
王
浮
（
或
は
王
符
に
作
る
）
と
い
ふ
者
の
僞
作
に
係
る
。
王
浮
が
こ
の
書
を
僞

作
す
る
に
至
つ
た
に
は
相
應
の
由
來
が
あ
る
。

（
第
一
）
　
一
體
老
子
の
學
説
は
頗
る
印
度
的
色
彩
を
帶
び
て
居
る
。
老
子
の
學
説
を
波
羅
門
哲
學
と
對
比
す

る
と
、
兩
者
の
間
に
尠
か
ら
ざ
る
類
似
が
あ
る
。
故
に
歐
洲
の
學
者
は
多
く
老
子
は
印
度
の
影
響
を
受
け
た
も

の
と
信
じ
て
居
る
。
甚
し
き
は
老
子
そ
の
人
も
印
度
よ
り
支
那
に
移
住
し
て
來
た
も
の
と
さ
へ
信
じ
て
居
る
。

有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
支
那
學
者 Pauthier 

な
ど
は
、
六
七
十
年
か
ら
以
前
に
已
に
こ
の
説
を
唱
へ
て
居
り
、
支

那
と
西
方
と
の
古
代
の
文
化
の
關
係
を
研
究
の
目
的
と
し
て
居
つ
た Lacouperie 

は
、
尤
も
熱
心
に
老
子
の
印

度
人
た
る
べ
き
を
主
張
し
て
居
る
。
現
代
の
支
那
學
者
で
は
、
ド
イ
ツ
の H

irth 

氏
な
ど
も
餘
程
こ
の
説
に
傾

い
て
居
る
。
兎
も
角
も
老
子
は
印
度
臭
い
、
彼
の
學
説
に
は
幾
分
佛
教
の
教
理
と
も
相
通
ず
べ
き
點
の
存
す
る

と
い
ふ
こ
と
が
、
『
老
子
化
胡
經
』
の
作
者
の
附
け
目
で
あ
る
。

（
第
二
）
　
老
子
は
も
と
周
に
仕
へ
た
が
、
世
の
衰
ふ
る
を
見
て
官
を
捨
て
、
西
方
に
出
掛
け
た
と
い
ふ
傳
説

が
あ
る
。
『
史
記
』
の
老
莊
申
韓
傳
を
見
る
と
、
老
子
は
そ
の
晩
年
に
關
を
出
で
て
莫
知
其
所
終
と
載
せ
て
あ

る
。
單
に
關
と
あ
つ
て
は
不
明
な
れ
ど
、
『
史
記
正
義
』
に
は
散
關
と
註
す
。
散
關
は
長
安
の
古
都
よ
り
四
百

〔
支
那
〕
里
餘
西
に
當
つ
て
、
今
の
陝
西
省
鳳
翔
府
寶
雞
縣
に
在
る
。
或
は
函
谷
關
と
い
ふ
説
も
あ
る
。
函
谷

關
は
今
の
河
南
省
河
南
府
靈
寶
縣
に
在
つ
て
、
洛
陽
の
古
都
よ
り
西
四
百
〔
支
那
〕
里
に
當
つ
て
居
る
。
何
れ

に
し
て
も
老
子
は
東
周
の
都
か
ら
西
方
に
出
掛
け
た
の
で
、
『
正
義
』
に
よ
つ
て
散
關
を
出
た
と
す
る
と
、
或

は
遠
く
西
域
地
方
へ
出
掛
け
た
も
の
と
想
像
す
べ
き
餘
地
も
あ
る
や
う
で
、
殊
に
莫
知
其
所
終
の
一
句
は
、
遠
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く
往
つ
て
再
び
支
那
に
歸
ら
ぬ
や
う
に
聞
え
て
、
老
子
の
西
域
行
に
附
會
す
る
に
誠
に
都
合
が
好
い
。
そ
れ
で

西
漢
の
末
頃
か
ら
、
老
子
は
遠
く
流
沙
の
西
に
出
掛
け
た
と
い
ふ
傳
説
が
あ
つ
た
。
漢
の
劉
向
の
作
と
い
ふ

『
列
仙
傳
』
に
、
そ
の
事
を
載
せ
て
あ
つ
た
と
い
ふ
が
、
本
書
が
今
日
に
傳
ら
ぬ
か
ら
、
眞
僞
如
何
は
斷
言
が

出
來
ぬ
。

（
第
三
）
　
『
後
漢
書
』
卷
六
十
下
の
襄
楷
傳
に
よ
る
と
、
襄
楷
は
當
時
の
天
子
の
桓
帝
に
上
書
し
て
時
事
を

論
じ
た
が
、
そ
の
書
中
に
、

　
　
或
言
老
子
入
夷
狄
爲
浮
屠
。

と
あ
る
か
ら
、
東
漢
の
末
に
已
に
化
胡
の
説
の
行
は
れ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
桓
帝
の
時
は
佛
教
漸
く
流
通

し
、
殊
に
桓
帝
は
老
佛
に
歸
依
し
て
、
宮
中
に
二
者
を
併
せ
祀
つ
た
故
に
、
當
時
老
子
に
左
袒
す
る
人
は
、
か

か
る
説
を
唱
へ
て
、
暗
に
佛
教
を
抑
へ
た
も
の
と
見
え
る
。
ま
た
曹
魏
の
魚
豢
の
『
魏
略
』
（
『
三
國
志
』
の

魏
志
の
東
夷
傳
の
註
に
引
く
所
に
よ
る
）
に
は
、

　
　
浮
屠
所
載
與
中
國
老
子
經
相
出
入
。
蓋
以
爲
老
子
西
出
關
。
過
西
域
。
之
天
竺
。
教
胡
浮
屠
。

と
記
し
て
、
老
子
化
胡
の
説
を
尤
も
分
明
に
表
示
し
て
居
る
。
化
胡
説
の
流
行
と
共
に
、
佛
道
二
教
の
爭
の
漸

く
激
烈
を
加
へ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。
『
老
子
化
胡
經
』
の
僞
作
者
王
浮
は
、
是
等
の
説
を
繼
承
し
、
又

利
用
し
た
の
で
あ
る
。
老
子
の
學
説
は
佛
説
と
似
て
居
る
所
が
あ
り
、
老
子
は
晩
年
に
中
國
を
後
に
西
方
に
往

つ
た
と
い
ふ
傳
説
も
あ
り
、
殊
に
老
子
が
天
竺
に
往
つ
て
佛
教
を
唱
へ
た
と
い
ふ
説
も
行
は
れ
て
居
る
こ
と
故
、

之
を
大
成
し
て
『
老
子
化
胡
經
』
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
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三

　
晉
の
王
浮
が
『
老
子
化
胡
經
』
を
僞
作
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
のC

havannes

氏
が
さ
き
に
一
九

〇
五
年
の
『
通
報
』
に
譯
載
し
た
『
魏
略
』
の
本
文
に
加
へ
た
注
釋
中
に
、
唐
初
の
文
獻
を
引
い
て
相
當
紹
介

に
努
め
て
居
る
。
之
に
よ
る
と
道
士
の
王
浮
は
沙
門
の
白
法
祖
と
議
論
し
て
、
負
け
た
口
惜
し
さ
に
『
老
子
化

胡
經
』
を
作
つ
て
勝
を
求
め
た
と
い
ふ
。
南
宋
の
志
盤
の
『
佛
祖
統
記
』
第
三
十
六
卷
に
は
、
之
を
東
晉
の
成

帝
の
咸
康
六
年
（
西
暦
三
四
〇
）
に
繋
け
て
居
る
。
同
書
の
第
五
十
四
卷
に
も
、
晉
成
帝
道
士
王
符
僞
撰
『
老

子
化
胡
經
』
と
掲
げ
て
あ
る
。
『
高
僧
傳
』
卷
一
に
も
王
浮
の
事
を
載
せ
て
あ
る
が
、
之
に
よ
る
と
王
浮
の
相

手
の
帛
遠
（
即
ち
白
法
祖
で
、
遠
は
名
に
し
て
、
法
祖
は
字
で
あ
る
）
は
、
西
晉
の
惠
帝
の
時
に
張
輔
と
い
ふ

も
の
に
殺
さ
れ
て
居
る
。
所
が
『
資
治
通
鑑
』
を
檢
べ
る
と
、
張
輔
自
身
は
永
興
二
年
（
西
暦
三
〇
五
）
に
戰

死
し
て
居
る
か
ら
、
王
浮
の
『
化
胡
經
』
を
僞
作
し
た
の
が
、
そ
の
以
前
で
な
く
て
は
協
は
ぬ
。
『
化
胡
經
』

僞
作
の
年
代
は
か
く
相
違
し
て
居
る
が
、
『
高
僧
傳
』
の
方
が
信
憑
す
べ
く
、
從
つ
て
『
化
胡
經
』
は
西
暦
三

百
年
前
後
に
僞
作
さ
れ
た
も
の
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
王
浮
の
作
つ
た
『
老
子
化
胡
經
』
は
、
も
と
一
卷
で
あ
つ
た
が
（
唐
の
道
宣
の
『
大
唐
内
典
録
』
等
に
は
二

卷
と
す
）
、
後
に
そ
の
徒
が
増
附
し
て
都
合
十
卷
（
『
佛
祖
統
記
』
に
は
十
一
卷
と
す
）
と
し
た
。
『
佛
祖
統

記
』
に
よ
る
と
、
そ
の
第
一
卷
に
は
化
罽
賓
胡
王
と
て
、
迦

濕

彌

羅

國
王
を
教
化
せ
し
こ
と
、
第
二
卷
に
は
倶
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薩
羅
國
降
伏
外
道
と
て
、
中
天
竺
の
※

薩

羅

國
に
て
外
道
を
説
伏
せ
し
こ
と
、
第
三
卷
に
は
化
維
衞
胡
王
と
て
、

釋
迦
の
生
國
の
迦

毘

羅

國
を
教
化
せ
し
こ
と
を
記
載
し
て
あ
る
。
維
衞
は
又
迦
維
衞
と
も
書
き
、
即
ち
法
顯
の

迦
維
羅
衞
國
、
玄
奘
の
劫
比
羅
伐
※
堵















國
で
あ
る
。
こ
の
『
化
胡
經
』
の
記
事
は
、
佛
經
の
文
句
を
剽
竊
し
て

作
つ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
も
と
一
卷
の
『
化
胡
經
』
が
十
卷
に
増
加
し
た
の
み
な
ら
ず
、
『
化
胡
經
』

の
内
容
も
隨
分
變
化
し
て
居
る
。
最
初
は
老
子
自
か
ら
が
釋
迦
を
教
へ
た
と
い
ひ
、
後
に
は
老
子
が
釋
迦
と
生

れ
變
つ
た
と
い
ひ
、
又
そ
の
弟
子
の
尹
喜
を
釋
迦
と
生
れ
變
ら
し
た
な
ど
、
説
は
區
々
に
な
つ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

『
老
子
化
胡
經
』
が
公
に
さ
れ
て
か
ら
、
道
佛
二
教
の
爭
は
實
に
火
の
手
を
擧
げ
た
。
道
士
は
之
に
て
敵
の
死

命
を
制
す
べ
き
屈
竟
の
武
器
を
得
た
り
と
て
、
頻
に
『
化
胡
經
』
を
振
り
廻
は
す
。
釋
迦
は
老
子
の
弟
子
で
あ

る
。
弟
子
は
固
よ
り
先
生
に
劣
る
。
老
子
は
中
國
人
の
爲
に
道
教
を
説
い
た
。
佛
教
は
胡
人
の
爲
に
立
て
た
法

で
あ
る
。
中
國
人
に
し
て
佛
教
を
奉
ず
る
の
は
、
い
は
ゆ
る
蠻
夷
擾
夏
も
の
な
り
と
て
、
盛
に
國
粹
主
義
を
鼓

吹
す
る
。
道
士
顧
歡
の
『
夷
夏
論
』
に
、

　
　
佛
道
齊
乎
達
化
、
而
有
夷
夏
之
別
。
以
中
夏
之
性
、
不
可
傚
西
戎
之
法
。

と
主
張
し
、
道
士
張
融
の
作
と
稱
せ
ら
る
る
『
三
破
論
』
に
、

　
　
今
中
國
有
奉
佛
者
、
必
是
羌
胡
之
種
。
若
言
非
耶
、
何
以
奉
佛
。

8老子化胡經



と
絶
叫
せ
る
が
如
き
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
佛
教
徒
も
之
に
は
尠
か
ら
ざ
る
打
撃
を
受
け
、
そ
の
防
禦
に
全
力

を
盡
し
た
。

　
當
時
佛
教
徒
が
『
化
胡
經
』
の
毒
焔
に
對
す
る
最
良
の
防
禦
法
は
、
『
化
胡
經
』
が
後
人
の
僞
作
た
る
こ
と

を
證
明
す
る
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
釋
迦
を
老
子
以
前
の
人
と
し
て
、
老
子
が
釋
迦
を
教
へ
る
な
ど
は
、
到
底
あ

り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
證
明
す
れ
ば
よ
い
。
是
に
於
て
か
釋
迦
の
誕
生
を
成
る
べ
く
古
代
に
置
く
必
要
が
起

る
。
釋
迦
の
降
誕
を
西
周
の
昭
王
の
二
十
四
年
と
定
め
て
、
老
子
よ
り
四
百
年
も
以
前
の
人
と
し
た
の
は
、
こ

の
理
由
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。
後
魏
の
孝
明
帝
の
正
光
四
年
（
西
暦
五
二
三
）
に
、
道
士
僧
侶
を
會
し
て
、
佛

道
二
教
の
祖
師
の
出
生
先
後
を
對
論
せ
し
め
し
時
、
道
士
姜
斌
は
『
老
子
開
天
經
』
を
引
き
、
老
子
は
西
域
に

い
た
り
て
佛
を
侍
者
に
充
て
た
と
あ
る
か
ら
、
老
佛
二
者
は
こ
れ
同
時
の
人
な
り
と
主
張
せ
し
に
對
し
て
、
法

師
の
曇
謨
は
左
の
如
き
駁
撃
を
加
へ
た
。

　
　
佛
以
周
昭
王
二
十
四
年
生
、
穆
王
五
十
三
年
滅
。
計
入
涅
槃
後
、
經
三
百
四
十
五
年
、
始
到
定
王
三
年
、

　
　
老
子
方
生
。
（
中
略
）
至
敬
王
元
年
、
凡
經
四
百
二
十
五
年
、
始
與
尹
喜
西
遁
。
據
此
年
載
懸
殊
。
無
乃

　
　
謬
乎
（
『
古
今
佛
道
論
衡
』
卷
甲
）

か
く
て
首
尾
好
く
論
壇
の
勝
利
者
と
宣
せ
ら
れ
て
居
る
。
併
し
道
士
も
中
々
屈
伏
せ
ぬ
。
老
子
は
東
周
の
世
に

生
れ
て
、
釋
迦
の
後
出
と
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
老
子
は
八
十
一
變
と
て
、
何
度
と
な
く
生
れ
變
つ
て
來
て
居

る
。
西
周
の
時
は
勿
論
、
殷
の
時
に
も
生
れ
て
居
る
。
釋
迦
は
や
は
り
老
子
の
後
人
で
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
佛

教
徒
も
亦
段
々
と
釋
迦
の
年
代
を
繰
り
上
げ
、
或
は
西
周
の
初
と
し
、
或
は
殷
の
時
代
と
し
、
或
は
夏
の
末
な

9



ど
と
主
張
い
た
す
。
こ
れ
が
釋
迦
出
世
の
年
代
に
關
す
る
異
説
を
多
く
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
勿
論
印
度

本
國
で
も
、
釋
迦
出
世
の
年
代
に
關
す
る
異
説
は
隨
分
あ
つ
た
。
併
し
そ
の
多
數
、
殊
に
そ
の
出
世
年
代
を
よ

り
古
代
に
置
く
説
は
、
支
那
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
道
教
對
抗
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
大
阪
の
人
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
の
下
卷
に
、
佛
出
世
の
年
代
に
關
す
る
諸
説
を
掲
げ
て
、
次
の
如
き

斷
案
を
下
し
て
居
る
。

　
　
皆
未
可
信
。
但
趙
伯
林
衆
聖
點
記
足
以
徴
焉
。
是
或
其
眞
也
。

平
田
篤
胤
の
『
出
定
笑
語
』
も
亦
全
く
富
永
の
説
を
祖
述
し
て
居
る
。
如
何
に
も
支
那
所
傳
の
諸
説
の
中
で
は
、

こ
の
衆
聖
點
記
の
説
が
一
番
實
際
に
近
く
、
今
日
歐
洲
の
印
度
學
者
の
説
に
も
、
比
較
的
よ
く
接
近
し
て
居
る
。

之
に
よ
る
と
釋
迦
は
孔
子
と
同
時
、
老
子
よ
り
は
や
や
後
輩
で
、
然
も
そ
の
年
代
相
及
ぶ
と
い
ふ
の
が
事
實
ら

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
佛
教
徒
は
釋
迦
の
年
代
を
繰
り
上
げ
て
、
釋
迦
が
老
子
よ
り
教
を
受
け
た
と
い
ふ
『
化
胡
經
』
の
説
を
否
定

せ
ん
と
努
力
し
つ
つ
、
一
方
で
は
『
老
子
化
胡
經
』
に
對
抗
せ
ん
が
爲
に
、
『
老
子
大
權
菩
薩
經
』
な
ど
を
僞

作
し
た
。
こ
の
書
は
今
日
に
傳
は
ら
ぬ
か
ら
、
そ
の
年
代
や
内
容
を
詳
に
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
が
、
書
名
に
よ

つ
て
内
容
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
唐
の
法
琳
の
『
破
邪
論
』
（
唐
の
道
宣
の
『
廣
弘
明
集
』
中
に
收
む
）
の

10老子化胡經



中
に
、
こ
の
書
か
ら
老
子
是
迦
葉
菩
薩
、
化
游
震
旦
の
一
句
を
引
い
て
居
る
。
又
釋
の
僧
敏
の
『
戎
華
論
』

（
梁
の
僧
佑
の
『
弘
明
集
』
中
に
收
む
）
に
、

　
　
故
經
云
。
大
士
迦
葉
老
子
其
人
也
。
故
以
詭
教
五
千
、
翼
匠
周
世
、
化
縁
既
盡
、
囘
歸
天
竺
。
故
有
背
關

　
　
西
引
之
邈
。
華
人
因
之
作
『
化
胡
經
』
也
。

と
載
せ
て
あ
る
。
經
と
い
ふ
の
は
『
老
子
大
權
菩
薩
經
』
か
、
そ
れ
と
類
似
の
僞
作
佛
經
を
指
す
の
で
、
梁
代

以
前
已
に
か
か
る
佛
書
の
僞
作
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
『
化
胡
經
』
の
由
來
を
、
佛
家
の
都
合
好
き
や
う
牽

強
し
た
な
ど
は
、
一
寸
手
際
で
あ
る
。

　
佛
教
徒
は
道
教
の
祖
師
老
子
を
佛
弟
子
と
す
る
の
み
に
滿
足
せ
ず
、
更
に
儒
家
の
祖
師
た
る
孔
子
、
そ
の
高

弟
顏
子
を
始
め
、
聖
人
と
い
ふ
聖
人
は
殘
ら
ず
味
方
に
引
き
入
れ
て
ゐ
る
。
『
須
彌
經
』
（
『
廣
弘
明
集
』
卷

十
二
に
引
く
所
に
よ
る
）
に
は
、

　
　
寶
應
聲
菩
薩
化
爲
伏
羲
。
吉
祥
菩
薩
化
爲
女
媧
。
儒
童
化
作
孔
丘
。
迦
葉
化
爲
李
老
。

と
記
し
、
『
造
天
地
經
』
（
宋
の
羅
泌
の
『
路
史
發
揮
』
に
引
く
所
に
よ
る
）
に
も
、
次
の
如
き
略
同
樣
の
記

事
が
見
え
て
居
る
。

　
　
寶
歴
菩
薩
下
生
世
間
。
號
曰
伏
羲
。
吉
祥
菩
薩
下
生
世
間
。
號
曰
女
媧
。
摩
訶
迦
葉
號
曰
老
子
。
儒
童
菩

　
　
薩
號
曰
孔
丘
。

　
又
『
清
淨
法
行
經
』
と
い
ふ
に
は
、
儒
童
菩
薩
を
孔
子
に
充
て
、
光
淨
菩
薩
を
顏
子
に
、
摩
訶
迦
葉
を
老
子

に
充
て
て
あ
る
。
『
清
淨
法
行
經
』
は
北
周
の
道
安
已
に
之
を
引
用
し
、
『
造
天
地
經
』
は
北
周
の
甄
鸞






こ
れ
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を
引
用
し
、
『
須
彌
經
』
は
唐
初
の
明
槩
に
引
用
さ
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
佛
教
徒
が
南
北
朝
時
代
か
ら
、
支
那

の
聖
賢
を
菩
薩
の
化
身
と
し
て
、
佛
教
側
に
引
き
入
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
明
槩
が
三
皇
・
五
帝
・
孔
・

李
・
周
・
莊
み
な
菩
薩
化
身
と
主
張
し
て
居
る
の
は
、
化
身
説
を
極
端
ま
で
應
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手

段
が
や
が
て
平
安
朝
時
代
に
わ
が
國
に
輸
入
さ
れ
て
、
本
地
垂
迹
の
説
と
な
り
、
わ
が
國
で
は
支
那
よ
り
も
一

層
の
成
功
を
見
得
た
の
で
あ
る
。

　
本
地
垂
迹
の
説
は
、
普
通
に
傳
教
大
師
や
弘
法
大
師
に
よ
つ
て
創
唱
さ
れ
た
も
の
と
な
つ
て
居
る
。
こ
の
二

人
は
何
れ
も
入
唐
し
た
。
唐
時
代
は
道
佛
二
教
の
爭
の
盛
な
時
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
人
も
支
那
の
僧
侶
が
老

子
や
孔
子
を
菩
薩
扱
に
し
て
、
宗
勢
を
擴
張
し
た
先
例
を
見
て
、
歸
朝
の
日
に
之
を
我
が
國
に
應
用
し
た
の
で

あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
本
地
垂
迹
の
説
が
完
全
に
組
織
さ
れ
て
、
何
の
神
の
本
地
は
何
の
菩
薩
と
一
々
附
會

さ
れ
た
の
は
、
固
よ
り
後
世
の
事
で
あ
ら
う
が
、
化
身
説
を
利
用
し
て
、
神
佛
の
調
和
を
計
ら
ん
と
す
る
傾
向

は
、
傳
教
・
弘
法
の
時
か
ら
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
は
支
那
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
十

分
の
調
査
を
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
斯
に
は
單
に
想
像
と
い
う
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
王
浮
の
僞
作
し
た
『
老
子
化
胡
經
』
は
、
兔
も
角
も
佛
教
徒
に
恐
慌
を
起
さ
し
め
た
。
佛
教
徒
は
熱
心
に
そ

の
假
僞
を
辯
じ
た
。
『
老
子
化
胡
經
』
の
眞
僞
論
は
、
南
北
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
道
佛
二
教
の
爭
の
主
要
な
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る
題
目
で
あ
つ
た
。
唐
の
高
宗
の
總
章
元
年
（
西
暦
六
六
八
）
に
、
復
も
僧
道
を
宮
中
に
會
し
て
、
『
老
子
化

胡
經
』
の
眞
僞
を
對
決
さ
せ
た
が
、
こ
の
時
僧
の
法
明
、
衆
を
排
し
て
出
で
、
老
子
化
胡
の
際
に
使
用
せ
し
言

語
に
つ
き
難
問
し
て
い
ふ
、
此
際
若
し
華
語
を
使
用
せ
し
と
せ
ん
か
、
胡
人
は
華
語
を
解
せ
ざ
る
べ
く
、
若
し

胡
語
を
使
用
せ
し
と
せ
ん
か
、
何
時
代
に
誰
人
が
胡
語
の
『
化
胡
經
』
を
譯
し
て
漢
文
の
『
化
胡
經
』
と
な
せ

し
か
、
翻
譯
時
代
、
筆
受
の
人
名
を
明
示
せ
よ
と
、
意
外
の
問
に
一
人
の
道
士
も
應
答
し
得
る
も
の
な
く
、
か

く
て
佛
者
は
勝
利
と
宣
せ
ら
れ
、
一
切
の
『
老
子
化
胡
經
』
は
燒
棄
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
併
し
こ
の
勅
命
は
十
分
實
行
せ
ら
れ
な
ん
だ
も
の
と
見
え
、
武
后
の
萬
歳
通
天
元
年
（
西
暦
六
九
六
）
に
、

沙
門
の
慧
澄
は
前
朝
の
決
議
に
よ
り
、
『
老
子
化
胡
經
』
を
燒
棄
せ
ん
こ
と
を
願
ひ
出
た
。
武
后
は
秋
官
侍
郎

劉
如
睿
（
ま
た
劉
如
璿
、
劉
汝
璿
な
ど
に
作
る
）
等
八
學
士
に
命
じ
て
『
老
子
化
胡
經
』
の
眞
僞
を
論
定
さ
せ

た
が
、
八
學
士
は
老
子
化
胡
の
事
は
漢
・
隋
の
正
史
に
載
せ
、
一
概
に
捏
造
と
の
み
認
め
難
し
と
復
奏
し
た
。

之
に
因
つ
て
道
士
は
又
勢
を
恢
復
し
、
道
佛
の
爭
は
一
層
の
激
さ
を
加
へ
、
朝
廷
も
遂
に
そ
の
弊
に
堪
へ
ざ
り

し
と
見
え
、
間
も
な
く
中
宗
の
神
龍
元
年
（
西
暦
七
〇
五
）
に
、
次
の
如
き
詔
を
下
し
た
。

　
　
如
聞
道
觀
皆
畫
化
胡
成
佛
之
相
。
諸
寺
亦
畫
老
君
之
形
。
兩
教
尊
容
。
互
有
毀
辱
。
深
爲
不
然
。
自
今
竝

　
　
須
毀
除
。
其
『
化
胡
經
』
屡
朝
禁
斷
。
今
後
有
留
此
僞
經
。
及
諸
記
録
有
言
化
胡
者
。
竝
與
削
除
。
違
者

　
　
準
勅
科
罪
。

　
こ
の
時
隨
分
嚴
重
に
搜
索
し
て
燒
き
棄
て
た
と
見
え
、
『
舊
唐
書
』
の
經
籍
志
に
も
『
新
唐
書
』
の
藝
文
志

に
も
、
そ
の
書
名
を
記
載
し
て
な
い
。
〔
我
が
藤
原
佐
世
の
『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
の
道
家
部
に
『
化
胡
經
』
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十
卷
を
收
録
し
て
あ
る
け
れ
ど
、
肝
心
の
『
化
胡
經
』
そ
の
も
の
は
今
日
に
傳
ら
ぬ
。
故
に
今
日
で
は
當
時
の

『
化
胡
經
』
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
た
だ
近
年
フ
ラ
ン
ス
のPelliot

氏
が
敦
煌
か
ら
發
見
し
た

『
老
子
化
胡
經
』
の
殘
卷
は
、
そ
の
内
容
や
字
體
か
ら
推
し
て
唐
時
代
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
之
に
よ

つ
て
過
去
の
『
化
胡
經
』
の
幾
分
を
窺
ひ
得
る
の
み
で
あ
る
。

『
老
子
化
胡
經
』
に
關
す
る
道
佛
二
教
の
爭
は
、
唐
の
中
世
以
後
一
寸
史
乘
に
痕
を
絶
つ
た
が
、
五
百
餘
年
を

經
て
、
蒙
古
時
代
に
な
る
と
、
『
化
胡
經
』
が
再
び
現
は
れ
て
來
て
、
二
教
の
爭
に
復
た
又
花
を
咲
か
し
た
。

蒙
古
時
代
に
於
け
る
道
佛
の
爭
は
、
尤
も
委
細
に
元
の
念
常
の
『
佛
祖
歴
代
通
載
』
に
紹
介
さ
れ
て
居
る
。
〕

唐
時
代
の
『
化
胡
經
』
と
蒙
古
時
代
の
『
化
胡
經
』
と
の
内
容
の
異
同
は
、
兩
時
代
の
『
化
胡
經
』
が
共
に
全

く
は
今
日
に
傳
來
せ
ぬ
か
ら
、
一
寸
判
定
し
難
い
。
し
ば
ら
く
敦
煌
新
發
見
の
『
老
子
化
胡
經
』
の
殘
卷
と
、

『
佛
祖
歴
代
通
載
』
卷
三
十
三
に
載
す
る
所
の
『
辯
僞
録
』
中
に
散
見
す
る
『
化
胡
經
』
　
　
正
し
く
は
『
老

子
化
胡
成
佛
經
』
と
も
い
ふ
　
　
と
を
對
照
す
る
と
、
部
分
的
に
は
同
一
の
文
句
も
見
え
る
が
、
全
體
と
し
て

は
同
一
で
な
い
樣
に
思
は
れ
る
。
蒙
古
時
代
の
『
化
胡
經
』
は
、
恐
ら
く
唐
代
の
『
化
胡
經
』
の
諸
書
に
散
見

し
て
居
る
も
の
を
※
拾
し
つ
つ
、
任
意
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
敦
煌
發
見
の
『
化
胡
經
』
の
殘
卷
と
、

蒙
古
時
代
の
『
化
胡
經
』
に
就
い
て
は
、
他
日
機
會
を
得
ば
、
更
に
攻
究
し
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
『
藝
文
』
第
一
年
第
九
號
所
載
）
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